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地
域
研
究
者
の
軌
跡

①
生
年
・
出
身
地
…
…
一
九
五
三
年
、
東
京
都

②
専
門
分
野
・
地
域
…
…
現
代
中
国
論
・
東
ア
ジ
ア
国
際
関
係
専
攻

③
学
歴
…
…
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
を
卒
業
後
、
同
大
学

大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
修
士
課
程
・
博
士
課
程
を
修
了

（
法
学
博
士
）

④
職
歴
…
…
一
九
八
一
年
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
専
任
講
師
、
八
五

年
助
教
授
、
九
二
年
教
授
、
九
九
～
〇
七
年
同
大
学
地
域
研
究

セ
ン
タ
ー
（
〇
三
年
東
ア
ジ
ア
研
究
所
に
改
名
）
所
長
、
〇
七
～

一
一
年
同
大
学
法
学
部
長
兼
大
学
院
法
学
研
究
科
委
員
長
。
そ
の

間
、
八
二
～
八
四
年
米
国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学

客
員
研
究
員
、
八
七
～
八
八
年
中
国
・
復
旦
大
学
客
員
研
究
員
、

九
七
～
九
八
年
北
京
大
学
、
台
湾
大
学
客
員
研
究
員
（
短
期
）。

⑤
現
地
滞
在
経
験
…
…
米
国
、
中
国
、
台
湾
に
客
員
研
究
員
と
し
て
滞

在
（
職
歴
参
照
）。

⑥
研
究
手
法
…
…
政
治
学
お
よ
び
国
際
政
治
学

⑦
所
属
学
会
…
…
ア
ジ
ア
政
経
学
会
（
〇
五
～
〇
七
年
理
事
長
）、
日

本
国
際
政
治
学
会
（
〇
六
～
〇
八
年
理
事
長
）

⑧
研
究
上
の
画
期
…
…
一
九
八
七
年
か
ら
八
八
年
ま
で
の
復
旦
大
学
滞

在
。
表
面
の
固
い
政
治
体
制
の
内
側
で
た
く
ま
し
く
生
き
る
人
々

の
現
実
を
垣
間
見
た
時
。
そ
の
時
代
、
私
の
研
究
上
の
画
期
と
も

な
る
出
来
事
、
民
主
化
運
動
～
天
安
門
事
件
へ
の
雰
囲
気
が
醸
成

さ
れ
て
い
た
。

⑨
推
薦
図
書
…
…
国
分
良
成
・
酒
井
啓
子
・
遠
藤
貢
編
『
地
域
か
ら

見
た
国
際
政
治
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
九
年
）

●

─
東
ア
ジ
ア

体
制
と
社
会
の
隙
間
を
観
察
す
る

国
分
良
成
（
こ
く
ぶ
ん
・
り
ょ
う
せ
い
）

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
・
教
授

メ
ッ
セ
ー
ジ

高
校
時
代
私
は
卓
球
の
選
手
で
、
大
学
に
入
る
前
年
（
一
九
七
一

年
）
に
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た
世
界
卓
球
選
手
権
で
ピ
ン
ポ
ン
外
交

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
こ
と
に
感
動
し
た
の
を
覚
え
て
い
る
。大
学（
政

治
学
科
）
で
は
発
展
途
上
地
域
研
究
を
志
し
た
い
と
考
え
、
さ
ま
ざ

ま
な
講
義
を
聴
講
し
、
石
川
忠
雄
先
生
の
講
義
に
最
も
感
動
し
て
ゼ

ミ
に
入
っ
た
。
当
時
の
中
国
は
文
化
大
革
命
の
末
期
、
日
本
で
は
全

共
闘
時
代
末
期
だ
っ
た
が
、
文
革
賛
美
の
熱
気
は
ま
だ
か
な
り
あ

り
、
石
川
先
生
は
リ
ベ
ラ
ル
な
立
場
か
ら
文
革
を
権
力
闘
争
と
し
て

批
判
的
に
論
じ
て
い
た
。
卒
業
論
文
は
百
家
争
鳴
運
動
か
ら
反
右
派

闘
争
へ
の
転
換
過
程
で
、
社
会
主
義
に
お
け
る
自
由
の
問
題
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
原
点
は
映
像
で
見
た
六
八
年
プ
ラ
ハ
の
春
の

衝
撃
に
あ
っ
た
。

私
は
大
学
院
か
ら
専
任
講
師
の
時
代
、
文
革
へ
い
た
る
中
国
共
産

党
の
権
力
構
造
の
分
析
に
専
念
し
た
。
八
〇
年
代
初
頭
中
国
留
学
を

考
え
た
が
、
そ
の
頃
若
手
の
研
究
者
に
機
会
は
少
な
く
、
私
の
最
初

の
留
学
先
は
米
国
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
現
在
に
い
た
る
私
の
研
究
の

ス
タ
イ
ル
と
学
術
交
流
の
人
脈
を
決
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
留
学
一

年
目
、
ハ
ー
バ
ー
ド
で
は
現
在
ま
で
交
流
の
続
く
多
く
の
研
究
者
と

知
己
を
得
た
。
留
学
二
年
目
、
私
は
当
時
米
国
の
現
代
中
国
研
究
の

頂
点
と
も
い
う
べ
き
ミ
シ
ガ
ン
大
学
の
マ
イ
ケ
ル
・
オ
ク
セ
ン
バ
ー

グ
教
授
の
門
を
叩
い
た
。
中
国
の
官
僚
制
に
関
心
を
移
動
さ
せ
た
の

は
、
彼
と
の
研
究
交
流
の
中
か
ら
で
あ
っ
た
。

帰
国
後
、
ひ
と
つ
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
私
を
襲
っ
た
。
中
国
経

験
の
な
い
英
語
使
い
の
中
途
半
端
な
中
国
研
究
者
、
と
い
う
自
身
の

姿
が
そ
れ
で
あ
る
。
私
は
中
国
留
学
の
機
会
を
求
め
続
け
、
八
七
年

か
ら
八
八
年
ま
で
の
一
年
間
、
上
海
の
復
旦
大
学
に
よ
う
や
く
大
学

間
の
教
員
交
換
留
学
の
機
会
を
得
た
。
最
初
の
何
か
月
か
は
狂
っ
た

よ
う
に
中
国
語
に
集
中
し
、
習
得
す
る
ほ
ど
に
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が

取
れ
て
い
っ
た
。
社
会
に
溶
け
込
み
過
ぎ
て
、
Ａ
型
肝
炎
に
も
感
染

し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
と
き
私
は
す
で
に
三
〇
代
半
ば
の
助
教
授
で

あ
っ
た
。

地
域
研
究
者
に
現
地
語
と
英
語
、
と
く
に
会
話
は
必
須
で
あ
る
。

ど
ち
ら
か
が
足
り
な
く
て
も
後
ろ
め
た
さ
が
残
る
。
私
は
政
治
学
者

で
あ
り
、
中
国
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
難
し
い
。
政
治
権
力
者

や
高
級
知
識
人
と
の
会
合
は
多
い
が
、
視
点
と
認
識
の
バ
ラ
ン
ス
を

図
る
た
め
に
、
私
は
一
人
で
勝
手
に
街
に
出
て
歩
き
回
り
、
市
井
の

人
々
と
接
し
、
会
話
を
楽
し
む
瞬
間
を
今
で
も
続
け
て
い
る
。
政
治

体
制
と
現
実
の
隙
間
を
観
察
す
る
の
で
あ
る
。

地
域
研
究
は
楽
し
い
。
し
か
し
そ
れ
に
埋
没
し
て
は
い
け
な
い
。

何
の
た
め
に
地
域
を
研
究
す
る
の
か
、
学
者
と
し
て
の
使
命
、
社
会

人
と
し
て
の
使
命
、
日
本
人
と
し
て
の
使
命
、
地
球
人
と
し
て
の
使

命
、
そ
し
て
人
間
と
し
て
の
使
命
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。


